
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■マスタープランの概要 

  京浜臨海部が国際的な産業拠点として今後も世界をリードするエリアとしていくために、「グロ

ーバルイノベーション」と「インダストリアルエンターテインメント」を戦略の柱に掲げ、あわせ

て都市環境の整備と実施体制の構築により、『多様なヒト・モノ・地域をつなげ、新たな価値を創造・

発信する産業空間』を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面あり】 

 

 

 

平成 30 年９月 21 日 
都 市 整 備 局 企 画 課 
経済局企業誘致・立地課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

「京浜臨海部再編整備マスタープラン」を改定しました 

横浜市では、京浜臨海部における⽣産機能の海外移転による産業の空洞化等に対応するため、平
成９年に「京浜臨海部再編整備マスタープラン」を策定しましたが、先端技術の普及による技術⾰
新の進展、環境や防災への意識の⾼まりなど社会経済情勢の変化を踏まえ、「横浜市京浜臨海部再
編整備マスタープラン改定審議会」を設置し、プランの⾒直しに向けた議論を⾏ってきました。 

このたび、審議会からの答申を受け、「京浜臨海部再編整備マスタープラン」を改定しました。 
今後は、このプランに基づいて、地元企業の皆様とも連携しながら、京浜臨海部のポテンシャル

を活かし、更なる発展に向けたまちづくりを推進していきます。 

【20 年後の将来像】 
「多様なヒト・モノ・地域をつなげ、新たな価値を創造・発信する産業空間」 

Global 
Innovation 

「技術⾰新」により 
世界をリードする産業空間 

 

戦略Ⅰ 
（第３章） 

Industrial 
Entertainment 

多くの⼈で賑わう 
魅⼒ある「産業観光」 

❶「世界最先端技術の創出拠点」の形成 

❷ 社会を支える「ものづくり技術の高度化」 

❸「新たな成長産業」の集積 

❹「オープンイノベーション」による新たな価値の創出 

❺ 国際競争を勝ち抜く「物流拠点」の形成 

❶「産業観光」によるブランド力の向上	

❷	 横浜都心や海とつながる「賑わい形成」 

戦略Ⅱ（第４章） 
都市環境の整備 

❶ 新たな魅力の創出に向けた都市空間の形成 

❷ 地域を支える交通環境の充実 

❸ 社会の持続可能性に貢献する環境システムの形成 

❹ 災害に強い産業空間の形成 

戦略Ⅲ（第５章） 
実施体制の構築 

❶ 立地企業による組織体制の構築 

❷ 行政と地域組織の連携 

❸ 地域の一体的発展に向けた行政間の連携 

支える 



 

■検討経緯 

日付 検討内容 

平成 29 年２月 24 日 「横浜市京浜臨海部再編整備マスタープラン改定審議会条例」 制定 

平成 29 年３月 28 日 「横浜市都心臨海部再生マスタープラン改定審議会」 設置 

平成 29 年４月 27 日 第１回審議会 

（１）会長及び会長職務代理者の選出について 

（２）京浜臨海部再編整備マスタープラン改定について 

（３）その他 

平成 29 年６月 19 日 

平成 29 年７月７日 
第２回審議会 現地視察会 

平成 29 年 10 月 13 日 第３回審議会 
（１）京浜臨海部再編整備マスタープラン改定について 

（２）その他 

平成 30 年１月 30 日 第４回審議会 
（１）京浜臨海部再編整備マスタープラン改定について 

（２）その他 

平成 30 年６月１日 

～平成 30 年６月 15 日 
マスタープラン素案を公表し、市民意見募集 

平成 30 年７月６日 第５回審議会 
（１）京浜臨海部再編整備マスタープラン改定について 

（２）横浜市への答申の進め方について 

平成 30 年９月５日 「京浜臨海部再編整備マスタープラン改定案」について審議会から答申 

平成 30 年９月 21 日 「京浜臨海部再編整備マスタープラン」改定 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

都市整備局企画課長     松井 恵太  Tel 045-671-2005 

経済局企業誘致・立地課長  桐原 和博  Tel 045-671-4085 

 

 

■プランの本編については、都市整備局ホームページで、ご覧いただけます。 

 

http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/kikaku/keihin/master/ 

 


